
市議会議長選挙特集号

昭和46年12Jl8筏
わたくしたちの代表30人の市議会ぷ

nを主義びましたが、今後4年総わた
くしたちのためにどのように鋤いて

くれるか市政に対し協を向けましょ
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市
議
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九
名
の
新
人
当
選

投
票
率
は
叩
%
で
前
聞
を
4
%
下
回
る

(第一表)*鼻結艶

したちの代表わたく

持ち主語1) 1 実在効f主義語 190※投票総数 28.016のうち有効投薬草 27.825

写真は得票顕です

霊堂沼健在韓〈祭事寄〉

番目
W
総

2

剖
官
制
加
物
部

市
町
ハ
山
間
寸

幅

削

子

材

開

U
勧
凶

品
判
凡
宏
一
一
ィ

品
判
明
開
市
)
地
庁
日

併
が

Be'n
，，‘
E

柑袋明十十十伽制山叩丹

玖
令
e

弓
、

輔
然
照
拘
貌
棋
仇
叶
柑
鯵
噂
仲
宏
争
つ
た
引
策m鵠滋満会議同艮剣嚇幾滋激挙~T吋凸はふ十i
…
悶
刃
汁
二
十
一
…
の
拡
新
耕
ふ
宥
符
祢
緩
機
串
滋
骨
が
描
繕
哨
え
hた
~
ζ

とかを払潔湾ぜ
h

ええム合ロせ.申ま曹ま酔品すヲ

i
悶

県

晴

あ

総

慾

-

日

山

即

掛
景
揖
常
務
制
行
一
自
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
投
締
結
率
は
八

O
，
一

2
3」
一
一
五
七
章
、
総
額
よ
り
早
大
四
%
下
問
ワ
ま
し
日

綿
一

Et
榊

T

m

 

一一
時
一

町

一
四
一

明

一

一一
四
一
E
u
r
 

一一
岬
…

掛

炉

契
，
氏

一一

日暮俊裏書〈祭事青〉秩谷線(無事詩〉渡辺移…{告義務〉吉松司F芸事〈主主主詩〉察;u栄子(社車D

松本号守主主(公務〉草壁JII諸奪三九〈害事芝草〉渡辺I王立芸部{殺を誌}岩厳命美子〈善悪E見〉p滋F幹線右衛門{祭主翼〉篠絡会之理主〈然新)飯事事f霊安(然現〉影;u光男〈重量褒〉

総連要資絵〈公さ量}村総事青銅〈舎をき乱〉鈴木和夫 t表者滋〉関根'1';古{災1蒐1最長率港湾〈然混)号奇弁 務〈喜重E晃〉鈴木ーま整{設現j

初J!史文〈長義滋〉

740 

依久間窓務〈然現)JII持品第(災務}波警暴著書一{然滋)新f華街務〈祭主耳)'"終ー夫〈無渓〉今井正5ミ〈然環〉佐々 木繁治〈無新〉



こ 罪悪和4凶年12尭g担宛行

品 k
'"""r 

風

長通‘
月ミ

選

ぴあ報〔第三重量ま織物認問一一一一…← 依

率票投第ニ表

女性は男性を 5%上田る
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議員の活動に意を接ぎ

市戒に関心をもとう
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